
大学訪問  北九州市立大学国際環境工学部を訪問しました！ 

 令和 8年 7月 24日(金)13:30～16:30  

生徒 33名(1 年 18 名、2年生 15 名)が北九州市立大学

国際環境工学部(北九州市若松区ひびきの 1-1)を訪問

し、機械システム工学科、環境生命工学科の講義を 

体験しました。 

機械システム工学科では、「光で視る衝撃波と超音速

流れの世界」をテーマに、衝撃波の研究に関する講義

を受けました。衝撃波は航空機が超音速で飛ぶ際など

に空気に生じる圧力波で、強い力や大きな音が生じま

す。衝撃波そのものは目に見えませんが、空気の密度変化による光の屈折率の変化をとらえること

で可視化でき、北九州市立大学ではその研究成果を国際学会で発表されていることを伺いました。

ヘッドホンで耳を塞いでいても聞こえる衝撃波の大音量を体験したり、光の屈折をカメラで捉える

実験装置を見学したりして、研究の奥深さを感じました。 

環境生命工学科では、「ミクロの世界を体験

しよう！」をテーマに、太陽の砂(有孔虫の

殻)や大学の池で採集された水の中のミジンコ

の観察、水の pHを測定する実験を体験しま

した。ミジンコの中にも丸いもの、長いもの

など多くの種類があり、環境中の生物の多様

性を感じることができました。不織布ででき

た白衣を着用させていただき、研究者になっ

たような気分でわくわくしました。 

施設見学では、環境に配慮した大学の学舎

の構造を紹介していただいだき、学生さんが自分たちで設計・制作したフォーミュラーカーの試走

も見学できました。大学の先生や学生さんたちの研究やものづくりに対する情熱に触れ、生徒の大

学進学への意欲が高まりました。 


